



































































もいうべきものと考えられる（髙濱 2011, 38 頁）。
報告書では、多くの様々な資料を引用して、最終
































































A-4．クリヴァヤ・ルカ Krivaya Luka Ⅷ
アストラハン州チェルノヤル区で調査されたク
リヴァヤ・ルカⅧ墓地５号墳 12 号墓は、サルマタ





















































































の一号墳は高さ 0.4 ｍ、径 10 ｍで、墓壙は中心か



















出して、発見されたものである (Акишев 1976, с.188)。
頭位を南にした人骨が見出され、馬骨、青銅鏃がそ
れに伴って見出された。A. K. アキーシェフによると







Pl.XV-4）。K. F. ス ミ ル ノ フ に よ る と、 出 土 地 は













































ヴォルゴグラード州のベロカメンカⅡ -88 墓地 7
号墳３号墓から 1 対の駱駝形帯飾板が出土している




















ルィ２号墳 6 号墓で発見された（Артамонов 1949, 












カ Krasnogorovka Ⅲ、11 号墳 10 号墓（Королькова 
1999, Рис.4-8）
C-4．ドン側下流域、「ドンスコイ Donskoi」墓地 1










した帯飾板が発見された ( Мандельштам 
1975, Табл .XXX Ⅲ -8, 9, XXX Ⅵ -7, 8)。発掘は























この種の帯飾板が発見されている (Засецкая 1979. 
Рис.22)。帯飾板が出土したのは 12 号墳である。こ




























Федоров-Давыдов 1989, Рис.19)。 こ の 古 墳 は 20 ×





















































(Смирнов 1975, Рис.34-9)。3 号墳は高さ 1.14 ｍ、径





















































































































































































































































































































れる。たとえば、M. デヴレトの紹介する 2 頭の牛の
佇立する図柄の帯飾板などは、その例として挙げる























いう（Мошкова 1960, Рис.1-1, с.297）。
イランのパルティア時代の帯飾板のなかにも、枠
の一端に鉤状突起、表面の他の端にもボタン状の突
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